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平成２９年度第２回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

平成２９年８月１７日（木）

開会 午前９時３０分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室

３ 出席委員

千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、伊藤紀子、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、

服部亜紀、杉島重男、鍋嶋洋行 計１０名

４ 欠席委員

なし

５ 傍聴者数

１名

６ 出席した事務局職員

環境課長 木戸雅浩、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐

三浦勝之、環境課主事 山下徳仁

７ 議題等

⑴ 報告事項・議題

ア 平成２８年度基本計画の進捗状況の公表について

イ 基本計画期間中の推移について

ウ 各プロジェクトの進捗状況について

エ 今後のごみ減量に向けた取組について

８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただいまから「平成２９年度第２回尾張

旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること、また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となることも、あ

わせてご了承いただきますようお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。
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直前の送付となり申し訳ありませんでしたが、事前配布させていた

だきました資料は、ご持参いただけましたでしょうか。

もしお持ちでないかたがお見えになりましたら事務局までお申し

出ください。

特にないようでしたら、次第に沿って会議を進行させていただきま

す。

次第１「座長挨拶」を座長の千頭先生にお願いします。

千頭座長 ＜挨拶＞

環境課長 ありがとうございました。

このあとは、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは

座長である千頭先生に議事の進行をお願いいたします。

千頭座長 それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。

次第２報告事項⑴の「平成２８年度基本計画の進捗状況の公表につ

いて」、事務局から説明をお願いします。

環境課長補佐 ＜資料１、２を用いて説明＞

千頭座長 ただいま事務局から、「平成２８年度基本計画の進捗状況の公表に

ついて」の説明がありました。

ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。

杉島委員 後の論議になると思うが、ここ数年間減量に向けてやるべきことを

していない。例えば、雑がみの分別は、データを見るとあまり出来て

いない。それが、資源化率を増えにくくしている一因だと思う。

環境課長補佐 ご指摘を受けてもやむを得ない結果になっています。

千頭座長 資源化率については、他自治体でも目標値を達成していない状況で

す。尾張旭市は目標値にまだ近いですが、大きく離れている自治体も

あります。資源化率という指標の限界なのかもしれません。

白坂委員 雑がみ袋は、環境課窓口では配布していないか。費用がかかると思

うが、雑がみの袋があると、ふと入れてしまうと思う。

渡辺委員 雑がみ分別のキャンペーンとして考えるのであれば、きっかけとな

るため、雑がみ袋をイベントなどで配付してもらいたい。いつもは雑

がみ袋に入れ、たまったら別の紙袋に移し替えて出すことが、生活の

中に取り入れられれば良い。

千頭座長 他にご質問等がないようですので、予定通り公表をしてください。

それでは、報告事項⑵の「基本計画期間中の推移について」、事務

局から説明をお願いします。

環境課長補佐 ＜資料３～５を用いて報告＞

千頭座長 ただいま事務局から、「基本計画期間中の推移について」の説明が

ありました。ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。
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松原委員 資料５を見て不思議だなと思ったのが、「ごみ総排出量」は目標値

を大幅に減少し、平成３５年度目標値にまで近づいているのに、「処

分ごみ排出量」や「家庭系処分ごみ排出量」は、平成２８年度の目標

値程度になっている。これは、資源ごみが大幅に減少しているという

ことだと思う。特に、古紙の回収量が大幅に減少しているようだが、

資源ごみはどこへ行ってしまったのか。

千頭座長 資源ごみは、様々な店舗に民間の回収ボックスがあったり、ペット

ボトルの容器が軽くなったりしたことにより、回収量で見るとマイナ

スの数値が出てしまいます。それをどう見るかが難しい所です。

環境課長補佐 民間の資源ごみ回収の数値を把握できておらず、今後の課題となっ

ています。現状としては回答を持ち合わせていません。

千頭座長 松原委員のご指摘は大事なことだと思います。この疑問を解消しよ

うということであれば、組成調査の結果を正確に把握し、資源に回る

べきものを分析して、本当に資源化率が悪くなっているのか、軽量化

したことによるものかを確認する必要があります。

渡辺委員 私の自治会では、資源ごみのうち、新聞・雑誌類は、回収量が最大

だった平成２５年度と比較すると２割減っています。その原因は新聞

を取らない人が増えたことと新聞自体が薄くなったことがあると思

います。

これからも、新聞の発行数や雑誌の販売量は確実に減少すると思う

ので、増えていくという予測値の達成は難しいです。雑がみの分別に

ついては自治会内の広報で周知していますが、現在はアルミ缶の収集

についての周知に力を入れています。

吉田委員 新聞紙や古着などを切って、別の目的で再使用することがあります

が、使用後は本来資源化できるはずのものを燃えるごみとして捨てな

ければなりません。ただ、買って使用するよりは良いだろうと考えて

います。

千頭座長 再資源化という面で考えると難しい部分です。

また、本来は資源ごみが家に入ってくる分量を抑えることが重要で

すが、現状は家から出るときの分量で、かつ、行政が把握している部

分について議論するかたちになっています。

渡辺委員 プラスチック容器包装やペットボトルの軽量化は歓迎すべきこと

だと思うのですが、自治会内には収集量が減ることがどうかという意

見もあります。

千頭座長 そこは議論しないといけません。他自治体でも資源化率が下がって

いますが、本当に悪いことだけかというとそうではありません。家で

使う量がそもそも減少しているかをチェックしなければ実情はわか
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りません。

環境課長 ある会議に出席したところ、どの自治体でも紙の回収量が減少して

いるようです。リデュースが進んでいるという見方もできますが、国

もそこまで把握ができないようです。もし、全国的な数値が出れば参

考にしたいと考えています。

千頭座長 私も同じ会議に出席していましたが、事業所で集めた資源ごみ量を

把握する必要があるとのことで、私は県が集計すべきと思いました

が、県は市町村でデータを集計してくださいという意見でした。

白坂委員 市内事業所の月別データを確認したほうがよいのではないですか。

事業所側が数値を把握することはそれほど大変だとは思いません。私

が利用する店舗では、資源ごみを持参するとポイントが付与されるよ

うになっています。

深田委員 ごみの分別について、以前視察した時に、紙おむつが将来的に増え

ていくと考えられるため、使用済紙おむつの再資源化について紹介さ

れていたと記憶しているが、検討してはどうか。

千頭座長 これらの内容は、議題のところでも話し合いたいと思います。

それでは、報告事項⑶の「各プロジェクトの進捗状況について」、

事務局から説明をお願いします。

環境課長補佐 ６月の第１回会議開催後、有料化プロジェクトでは、８月１日に大

垣市へ事務局とともに視察、事業系ごみ適正化プロジェクトでは、８

月１４日に会議開催、リサイクル広場拡充プロジェクトでは、７月３

１日に会議開催、をそれぞれ行いました。

本日は、各プロジェクトの取組について、プロジェクトリーダーよ

りご報告をしていただきます。

有料化プロジェクトの視察については、視察先の大垣市の概要につ

いて事務局からの説明の後、プロジェクトリーダーよりご報告をして

いただきますので、よろしくお願いします。

＜資料６～９を用いて説明＞

千頭座長 では、「プロジェクトの活動について」、各リーダーから進捗状況な

どをお話いただきたいと思います。

まず、ごみ有料化プロジェクトについて、視察の結果等について杉

島委員よりお願いします。

杉島委員 大垣市は以前視察した有料化自治体の制度と異なるため、訪問しま

した。

視察の結果は事務局の説明及び事前配布した資料のとおりですの

で、私からは特に意見はなく、疑問点があればお答えします。また、

視察に参加したかたでご意見があればありがたい。
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吉田委員 町内会単位で市民の中から選ばれた専門のかたにお願いしてごみ

分別を見てもらっているようです。尾張旭市にはない制度です。

渡辺委員 有料化という話だったが、実際としては無料化といえるのではない

かと思います。もし、尾張旭市がこのシステムを取り入れるとした場

合、反対は大きいのではないか。システムの維持のために集積所の維

持管理に自治組織が携わり、ごみステーションに地域の人間を配置し

ているそうだが、コストがかかっている。市から奨励金等はあるもの

の、自治組織としては割にあわない金額だが、行政の姿勢として地域

が受け入れるシステムの維持をしようとして進めており、全体として

ごみ問題に一体感を持って取り組んでいる。

松原委員 大垣市の燃えるごみの推移が掲載されているが、１人１日当たりの

ごみ排出量を見ると、平成３年まで増加した後、平成８年まで減少。

平成９年度から再び増加に転じ、平成１５年まで増加した後、減少傾

向にある。尾張旭市は平成８、９年ごろにひとつのピークがあるだけ

だが、２つピークがあるのはなぜなのか。私はリバウンドなのかと考

えていますが。

杉島委員 私は正確な理由はわかりません。リバウンドの可能性もあるし、町

村合併などの影響があったのかもしれないですので、事務局は大垣市

に確認し、有料化プロジェクトの時に報告してほしい。

吉田委員と渡辺委員の議論にあったのは、「廃棄物減量等推進委員

制度」のことで、市民に年間１.２万円を支払い、ごみの減量化・再

資源化を推進するために５１０人を任命し、年１回会議を開催してい

るようです。その人たちが地域の中でいろんな役割を担っています。

そういう取組が行政と一緒にごみ問題を取り組む背景になる。我々

が学ぶところであり、特に有料化を判断する場合は必要な内容です。

環境課長補佐 大垣市のごみ量の推移については、視察後に質問をしたところ、持

込み可燃ごみの量が大きく変動しているとのことでした。ただ、企業

が多いため景気動向によるものではないかという推測もあったが、そ

の理由については不明とのことでした。

千頭座長 大垣市のごみの推移を見ていると、ごみの有料化や配布枚数の見直

しがすぐに劇的にごみ減量に反映されているわけではないのかなと

思います。

杉島委員 自治会は、奨励金があって自治会活動の財源の一部になる部分はあ

るとはいえ、この制度をよく引き受けていると思いますし、奨励金が

出せるだけ大垣市が財政的に裕福なので制度が維持できていると考

えられます。

千頭座長 ごみの推移の表については、最初は１年ごとだが最近は５年ごとに
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なっています。対前年比ではないところもあるので注意しないといけ

ないです。大きく減少した時に有料化の制度を変えたわけではないと

いうことであれば他の要因になると思います。

杉島委員 尾張旭市のピークは平成１２年度で、基本計画の中で減量を頑張ら

ないといけないということで、尾張東部衛生組合の推進会議のころか

ら現在まで続いているが、最近は資源化も進まないし、ごみ減量も進

んでいない。

千頭座長 いろいろな仕組みが考えられていると思うが、維持ししていくのが

大変だと感じた。

杉島委員 今後のプロジェクトについては、平成２６年度から第１期、平成２

８年度から第２期の活動をしてきたが、来年度基本計画の後期見直し

とするとともに有料化の判断の年となるので、それに向けて４年間の

プロジェクトのまとめを行い、提言を作成したいと考えている。それ

を下半期に行う。

そのためには、プロジェクトとしての考えを次回推進会議に中間報

告し、討論をしたうえで２月末ぐらいに仕上げたいと考えている。

千頭座長 ありがとうございました。よろしくお願いします。

次は、「事業系ごみ適正化プロジェクトについて」、深田委員にお願

いします。

深田委員 ＜資料１０，１１を用いて説明＞

資料１０には市内の企業数を調査したものであるが、従業員数１～

４人の小規模事業者は減少している。大規模事業者は収集事業者と契

約しており、小規模事業者は排出量がごく少量と考えられるため、ま

ずは中規模事業者に対してどう周知するかを検討した。

その一つとして、中規模事業者でも家庭ごみに入れている事業所が

あるのではという意見があったため、家庭用の指定ごみ袋に、「事業

系ごみを入れて出してはいけません」という文言を入れてはどうかと

なった。文言を入れる事で一般市民にも認識させ、地域の集積所に出

しにくい雰囲気作りができるのではないか。

商工会未加入者への周知については、現在、商工会加入率が５５％

程度で未加入者も多いが、商工会もチラシや電話帳などから未加入者

の把握に努めており、ほぼ１００％把握している。商工会と行政の間

で調整ができ、利用できることができれば、そのリストを使って周知

を図ることを検討していく。

とはいえ、大量に出している事業所は晴丘センターに持っていって

おり、小規模事業者は家庭ごみに入れている人も多いと聞いたことが

ありますが、中規模事業者が実際どのように排出しているかがわから
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ない。そのあたりをどう確認するかは検討していきたい。

千頭座長 ありがとうございました。事業系の一般廃棄物が減らないというこ

とですね。

課題は、産業廃棄物の中で業種指定の無い廃プラスチックです。大

学で、学生に「大学で出すと、皆さんの授業料から費用がかかる」と

言っても、全く理解していないです。

最後に、「リサイクル広場拡充プロジェクトについて」、松原委員に

お願いします。

松原委員 ＜資料１２を用いて説明＞

１－⑴はリユース品の提供までにハンドリングコストやヘビーユ

ーザーの課題があるうえに、有償化したとしても価格設定の困難さな

どもあり、進展が無かった。有償化しているところも３市あったが家

具や自転車等であった。今後は質問事項整理のうえ、視察に行きたい

と考えている。

１‐⑵はヘビーユーザー対策として、昨年９月に看板を設置し、検

証を行った。設置前３カ月、設置後３カ月、直近３カ月の数値を比較

したところ、リユース品をもっていく日数、品数ともそれほど変化が

無く、むしろ増えているかたもいた。何らかの追加措置が必要と考え

ている。

１－⑶は、保育園や児童館での子ども服の展示が新たに提案された

ので、今後検討していく。

２は、市が主体となり、学習パネルの見直しを行い、古い物のリニ

ューアルを進めてほしいと考えている。

３は、市役所ロビーにポスター掲示、保育園・児童館での周知依頼

（保育園や児童館での子ども服の提示が一つの方法と考える）、啓発

ポスター・標語の展示・表彰の効果的演出、あさぴーバス停留所のリ

サイクル広場への誘致を検討している。

４-⑴は、継続して進める。

４-⑵は、今年度試行を検討しており、行政側に着手してほしいと

考えている。

４-⑶は、今年度実視したいと考えているが、試食等が無いと参加

差が期待できないので用意したいが、進んでいない。

４-⑷は停滞している。

５-⑴、⑵は、使用可能な放置自転車の再使用を従前通り続けてい

るともに、軽微な修理で再使用可能な自転車の状態を確認するため

に、事務局と共に保管場所に行くことを検討している。

６-⑴、⑵、⑶は社協が実施しているところもあるため、今後協働
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方法を考える。

服部委員 補足として、ヘビーユーザー対策で集計した数値については、リユ

ース品を持って行った日の集計であり、来所回数自体はもっと多い。

また、１人３点までのため、親子など複数で来所すると、持っていけ

る品数は増えることになる。

深田委員 リユース品をリサイクル店で売っている可能性はあるのか。なぜこ

の商品が欲しいのかを一般的に考えるとどうなのか。

利用状況を把握する方法として、例えば、１年後に写真等で映して

もらうというのはどうか。予防策となるのでは。

吉田委員 ヘビーユーザーのかたは持ち込むことはないのですか。

服部委員 誰が持ちこんだまでは記録を取っていないので何とも言えないが、

ヘビーユーザーのかたは持ちこみ数よりも持っていく数のほうが明

らかに多いと思う。

看板についても、私たちに向けたものではないと思っているのでは

ないか。

松原委員 このままだと、一定期間での数量制限やある程度の有償化というよ

うな物理的な制約を検討する必要があると思う。

また、持っていくだけでなく、提供していただく際にも名前を確認

するなど、リサイクル広場の事務の変更が必要になるかもしれない。

渡辺委員 コストをかけて持ってくる人の集計をする必要があるのか。

千頭座長 もしそこまでするのであれば、会員制にせざるを得ないのではない

か。これは、他のかたから、特定のかたがたくさん持っていくため、

利用できないというようなクレームを受けたことはあるのか。

服部委員 広場の開設時間前に入場して品定めをしているとの苦情があった

ため、９時前に一度門を閉めて不公平が無いように対応しています。

また、ヘビーユーザーのかたは主に朝来るため、品出しの時間を調整

するなど工夫しているが、複数回来る場合もあるため、対応は限度が

ある。

鍋嶋委員 善意で持ち込んでいるのに、良い品を特定の人に持っていかれ、か

つ、看板にも効果が無いのであれば、広場に来ることができない人に

活用してもらうようにしてもらえば良いのではないか。善意の物を本

当に困っている生活弱者やシングルマザー等に寄付するほうが価値

があると思うので、無償で渡すという方式を維持するのであれば良い

と思う。仕組みを変えて本当に必要とする人に分けていくのがよい。

千頭座長 ヘビーユーザーのかたとやり取りをしたことはありますか。

環境事業センター所長 私が何度か声かけを行い、この品はどのように利用されていますか

と聞いたことがありますが、子どもたちのために使っているとの答え

だったので、それ以上はなかなか踏み込んで聞けなかったです。

松原委員 現場のかたの感想、データを基に、次の対策を検討していきたいと
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思います。

千頭座長 リユースの仕組みはうまく利用できれは非常に良い仕組みとなっ

ていると思います。

今の話の中でいくつかやり方はあると思いますが、何が一番問題な

のかをヘビーユーザーを含めて議論しないともめると思います。本来

必要になっている人が使えなくなるという意識を共有することが必

要ですが、ヘビーユーザーはそう思っていないので、現状を伝える事

はいかがでしょうか。いくらでも制限を厳しくすることは可能なの

で、今後も検討していただきますようお願いします。

それでは、次第３議題「今後のごみ減量に向けた取組について」、

に移ります。先ほどは資源化率のことも話題になっていましたが、い

かがでしょうか。

鍋嶋委員 資源ごみの回収量の減少は、社会背景もあると思います。たとえば、

持ち家の場合、子どもが使わなくなった教材や書籍がたくさん残って

いるが、処分しなくても問題が無いとしてそのまま残り、それが遺品

整理の時に大量に出てくる。これを一定の日を決めて出てもらえば、

効率よく資源ごみとして回収できる。日々たまって１０、２０年後に

出すよりも、事前にアナウンスして日を決めて出せば、回収量を確保

できるのではないか。

千頭座長 私はマンション在住なのですが、１０年目、２０年目の計画修繕の

時に「不要なものを出しましょう」と管理組合で呼びかけたところ、

かなりの量が出た。そういう仕組みができるといいですね。

鍋嶋委員 半年に１回や、紙だと収集品目を決めたほうが双方の効率がよくな

ります。品目を絞らないと厳しいと思います。

渡辺委員 旭丘でエコフェスを開催するが、会場まで持ってくるには重いの

で、新聞・雑誌等を持参してくださいというのは言いにくいです。

通常の回収とイベントの回収は意識が違うと思うが、地域で資源ご

みの回収を月２回しており、玄関先に出すものという認識が根付いて

います。

鍋嶋委員 ４、５年後には、ごみを外に出すのではなくて２階から下せないよ

うになってしまう。動かせなくなる前に何かしないと１０年後はとて

も大変になってしまうと思う。

深田委員 商売柄お宅の中まで入っていくが、高齢者のお宅には処分したほう

がよいものが多く見受けられる。

春に市内一帯を清掃するごみゼロ運動があるので、家庭内も一斉に

掃除をしてしまえば、一体感があってよいのではないか。

吉田委員 そのような機会で出てくるものがごみになってしまうのはどうか

と。もっと有効利用ができれば再使用できると思うので、もったいな

いなと思います。
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深田委員 家庭でのイベントが無いとごみ出さないし、あっても出さない人も

いる。市内の高齢者が家の前に出して若者が収集していくようなかた

ちで進めていくことができると思う。ごみゼロ運動に参加する人は非

常に多いので、動ける人がたくさんいる時にしてはどうか。

渡辺委員 イベントでごみを収集する場合は業者の手配が大変です。ある程度

ごみが出ないと採算が取れないので。

環境事業センター所長 ごみゼロ運動は地域の美化のために地域の人が回収するという目

的のもと一定の場所に固めてもらい、それを市が収集しているため、

そこに家庭ごみが出ていると困ってしまう。晴丘センターも日曜日は

閉じているため、一晩パッカー車に保管し、月曜日に晴丘センターへ

持っていき、急いで収集に回らないといけません。

千頭座長 色々な話がありましたが、事務局からも考えがあると思いますので

説明してください。

環境課長補佐 「燃えないごみ」の減量には、燃えないごみに含まれる小型家電を、

資源ごみとして回収する量を増やすことが重要と考えます。

市では、平成２９年３月に小型家電回収ボックスを市役所、スカイワ

ードあさひ、渋川福祉センター、東部市民センター、新池交流館ふらっ

とに設置し、環境課に問い合わせのあったかたに説明するとともに、全

戸配布の「平成２９年度 尾張旭市 ごみの出し方」に記事を掲載して市

民周知を図り、回収量の増加に努めています。

また、環境省を中心に、小型家電から回収したリサイクル金属で東京

オリンピックのメダルをつくる「都市鉱山からつくる みんなのメダルプ

ロジェクト」を実施しています。

自分が出した小型家電がオリンピックメダルの材料になることは、リ

サイクル意識の向上に繋がると思われます。

しかし、このプロジェクトに参加するには、プロジェクトの参加・認

定事業者に回収した小型家電を渡す必要があります。

今年度、市が小型家電の売払い契約を締結している事業者は、このプ

ロジェクト参加・認定事業者ではありません。そのため、今年度にこの

プロジェクトに参加することは難しいですが、来年度の参加に向けて検

討していきたいと考えています。

「燃えるごみ」の減量には、燃えるごみ中の資源ごみの混入率を下げ

ること、生ごみの水切り、雑がみの分別に取り組むことが重要と考えま

す。

平成２８年７月より、プラスチック容器包装の毎週収集が開始され、

収集量も増加していることから、「燃えるごみ」の減量の一助にはなっ

ていると考えられます。

それと同時に、生ごみ水切りや雑がみ分別についての新たな取組も必
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要と考えます。

まずは、今年１０月の市民祭では、環境課は長池下駐車場でフリーマ

ーケットを実施します。フリーマーケット会場には、環境課の職員が常

駐しますので、その際に生ごみの水切りや雑がみの分別についてのＰＲ

を来場者に行っていきたいと考えています。

また、市民団体との協働も必要と考えています。 生ごみ水切りにつ

いては、地域で食育・料理に取り組んでいるグループと、生ごみ対策や

市民周知について意見交換を行っていきたいと考えています。

また、市の食育の中心となる給食センターとともに、食育の中で生ご

み対策をどのように取り組むかの検討も始めたいと考えています。

ごみの減量には、できることから長期間取り組むことが必要なので、

まずはこれらの取組を進めていきたいと考えています。

千頭座長 ありがとうございました。

小型家電、雑がみの話などありましたが、いかがでしょうか。

先ほどの話だと、雑がみの分別が減量化に向けて大事なポイントと

いう意見でしたが。

深田委員 雑がみは燃えるごみなどと違い、ひもで縛るということになってい

るが、大小様々な紙なのでぽろぽろ落ちてしまう可能性がある。どの

ような出し方が適切なのかがわからない。市として、どのような出し

方が適切なのかという規定があるといい。

白坂委員 雑がみを収集するときに車に投げ入れているため、こぼれてしま

う。封筒の個人情報があるものを破って出しているが、重要な文章が

入っている場合もあるので、ひもで縛るだけでは心配。

他の分別にもスペースを使うので、かさばってしまう。外に置くこ

ともできない。

伊藤委員 同感です。手紙などを後で誰かが見られるのではないかという心配

があります。一度すべて置いていかれたことがあり、駄目なのかと思

いました。

鍋嶋委員 段ボールに雑がみを入れると収納力もあるため、それを使えばいい

のではないか。

杉島委員 組成調査で燃えるごみ内にある雑がみが、どの程度減ると想定して

いるのか。

環境課長補佐 市としての見通しは持ち合わせていません。

千頭座長 組成調査の結果から資源化できる混入量を計測し、減量に向けた試

算は出来るのではないかということですが、いかがでしょうか。

環境課長補佐 事務局として検討していきたいと思います。

杉島委員 組成調査は毎年実施しているが、その中に雑がみが年間どれだけあ

り、何割減少するのかという行政の意思を明確に示さなければ、減る

わけがない。それがはっきりしないといけなくて、達成できないとし
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ても目標を立てないといけない。

また、市民祭などの行事に来る人へ周知をするというが、市民の 1

割程度しか来ないため、意識は広がらない。それよりも、雑がみ袋を

一世帯に 1枚配る取組をして、初めて効果はあるのではないか。

雑がみを出すたびにその袋を使うのはもったいないが、市として資

源を出してもらうためにはダイナミックな取組をするべき。そのサン

プルとして雑がみ袋を出すのであれば効果があると思う。

千頭座長 雑がみをそもそもどのように出していけばよいのか。例えば、市が

燃えるごみ内にどのくらい混入しているかを調べ、何か目標を出して

いくことはできなくはないと思います。

鍋嶋委員 広報に情報量を絞って大きく掲載してはどうか。読者側からだと探

すのが大変なので。

千頭座長 最初のほうでは資源化率について、家庭からということであれば小

型家電、雑がみが分別できれば減量が進むと思います。あと、スーパ

ー等の資源ごみ回収量を把握することもあります。

尾張旭市は新聞店回収を掲載しているので他自治体に比較すると一

歩進んでいると思います。

次第４は「その他」ですが、事務局から何かありますか。

環境課長 平成２９年度第３回尾張旭市循環型社会推進会議は、１１月頃に開

催を予定しております。日時については、決まり次第、構成員の皆さ

まにご案内させていただきますので、お忙しいとは思いますが、ご出

席についてよろしくお願いいたします。

また、プロジェクトにつきましても、各リーダーを中心に随時活動

していただくこととなりますので、ご協力お願いします。

事務局からは、以上でございます。

千頭座長 今の段階で議題として挙がるものはありますか。

環境課長補佐 本日いただいた多数の貴重なご意見やご助言を事務局で検討し、次

回の議題を決めたいと思います。

千頭座長 わかりました。それでは、これをもちまして、平成２９年第２回

尾張旭市循環型社会推進会議を閉会といたします。皆さん長時間にわ

たり大変お疲れ様でした。


